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長野市民病院�

平成15年１月15日

長野市民病院広報誌

▲長野市民病院院内託児施設『ベビーハウスたんぽぽ』には、現在23名の保育児
がいます。保育士は、和田敏美主任ほか３名、パートタイム６名の陣容で子
供たちを預かっています。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
病
院
広

報
誌
「
あ
し
た
元
気
に
な
あ

れ
」
が
昨
年
９
月
に
創
刊
さ

れ
、
こ
こ
に
新
年
号
（
通
算

第
３
号
）
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

長
期
に
わ
た
る
経
済
財
政
不
況
は

好
転
の
兆
し
が
み
え
な
い
ま
ま
新
し

い
年
を
迎
え
、
医
療
・
福
祉
の
分
野

で
も
患
者
負
担
の
増
、
診
療
報
酬
の

減
等
皆
様
も
病
院
も
双
方
痛
み
を
強

い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
私
ど

も
は
市
民
病
院
と
し
て
、
市
民
・
患

者
の
皆
様
と
手
を
携
え
病
院
の
理
念

に
沿
っ
て
皆
様
に
満
足
い
た
だ
け
る

医
療
を
よ
り
一
層
実
践
す
べ
く
、
年

頭
に
改
め
て
誓
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
医
療
の
質
の
向
上
、
安
全

で
安
ら
ぎ
の
あ
る
医
療
、
情
報
開
示
、

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
、
地

域
諸
機
関
と
の
機
能
分
担
と
連
携
、

第
三
者
機
関
に
よ
る
病
院
機
能
評
価

の
受
審
等
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

こ
の
広
報
誌
を
通
じ
て
患
者
・
市

民
の
皆
様
と
病
院
職
員
と
の
交
流
が

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

病
院
長
　
長
田
敦
夫

年
頭
に
あ
た
っ
て
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門
家
で
あ
る
精
神
科
医
の
治
療
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
「
γ
Ｇ
Ｔ

Ｐ
値
が
１
０
０
単
位
以
上
と
な
り
、

Ｇ
Ｏ
Ｔ
値
の
上
昇
が
あ
れ
ば
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
が
疑
わ
れ
る
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
方
は
断
酒
し
て
下
さ
い
。
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
障
害
と
診
断
さ
れ
て

も
断
酒
す
れ
ば
肝
障
害
は
か
な
り

軽
快
し
ま
す
が
、
肝
硬
変
ま
で
進

行
し
て
い
る
と
完
全
に
は
回
復
し

な
い
こ
と
が
多
く
、
ま
た
肝
細
胞

癌
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め

年
に
１
〜
２
回
の
血
液
検
査
、
腹

部
画
像
診
断
の
定
期
検
査
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
適
度

な
飲
酒
は
薬
効
も
あ
り
ま
す
が
、

自
分
自
身
で
飲

酒
量
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し

い
場
合
は
節
酒

で
は
な
く
、
周

囲
の
人
々
に
宣

言
し
て
断
酒
を

す
べ
き
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
の
治
療
は
ア
ル

コ
ー
ル
を
止
め
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

断
酒
が
で
き
な
く
て
命
を
落
と
さ
れ
る
方

も
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
と
診

断
さ
れ
て
も
飲
酒
を
止
め
ら
れ
な
い
場
合

は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
状
態
に
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル

性
肝
障
害
を
断
酒
の
指
導
が
で
き
ず
に
肝

臓
病
と
し
て
の
み
扱
っ
て
し
ま
う
と
、
ア

ル
コ
ー
ル
多
飲
に
よ
り
飲
酒
で
き
な
い
く

ら
い
悪
く
な
っ
た
体
調
を
飲
酒
で
き
る
く

ら
い
に
回
復
さ
せ
て
し
ま
う
だ
け
で
、
精

神
的
・
身
体
的
疾
患
と
し
て
は
次
第
に
進

行
し
て
し
ま
い
ま
す
。
断
酒
の
み
が
唯
一

の
治
療
で
す
の
で
、
ど
う
し
て
も
断
酒
で

き
な
い
場
合
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
専

―
肝
臓
の
み
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

―
肝
臓
の
み
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん�

―
肝
臓
の
み
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

―
肝
臓
の
み
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん�

―
肝
臓
の
み
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

―
肝
臓
の
み
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん�

―
肝
臓
の
み
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

―
肝
臓
の
み
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん�

―
肝
臓
の
み
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん�

消
化
器
科
科
長

消
化
器
科
科
長
　
今
　
井
　
康
　
晴

今
　
井
　
康
　
晴�

消
化
器
科
科
長
　
今
　
井
　
康
　
晴�

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

医
療
事
故
防
止
対
策
委
員
会
（
宗
像
外

科
科
長
・
委
員
長
）
で
は
、
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
医
療
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

平
成
13
年
６
月
か
ら
イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ

ー
ト
の
報
告
を
各
職
場
に
義
務
付
け
、
毎

月
報
告
内
容
を
精
査
し
、
事
故
防
止
に
役

立
て
て
い
ま
す
が
、
全
職
員
を
対
象
に
し

た
研
修
会
を
今
後
計
画
的
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
今
年
度
の
第
一
回
の
研
修
会
が

11
月
28
日
に
実
施
さ
れ
、
百
十
八
人
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
医
療
、
看
護
、
薬
剤
、
診

療
放
射
線
、
検
査
の
各
部
門
の
科
長
が
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
事
故
防
止
に
つ
い

て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
映
像
で
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。
な
お
当
院

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー

ス
ワ
イ
ド
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
、
医
療
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
院
内
ラ
ン
に
掲
載
し
、
事
故
防
止
に
万

全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
や
薬
、
看
護
、
退
院
後
の
問
題
な

ど
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
を
今
月
か
ら
受

付
ま
す
。

相
談
に
当
た
る
の
は
、
市
民
病
院
の
長

田
院
長
、
竹
前
副
院
長
、
多
田
薬
剤
科
長
、

飯
島
総
看
護
師
長
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な

ど
で
す
。

医
療
相
談
は
予
約
制
で
す
が
、
そ
れ
以

外
の
相
談
は
毎
日
受
け
付
け
ま
す
。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
主
治
医
以
外

の
医
療
専
門
家
よ
り
現
在
の
診
断
治
療
方

針
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
）
に
対
す
る

何
で
も
気
軽
に
相
談
を

知っておきたい�
医療の知識�
知っておきたい知っておきたい�
医療の知識医療の知識�

知っておきたい�
医療の知識�

No.③�

�
職
員
を
対
象
と
し
た
事
故

防
止
の
た
め
の
研
修
会
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職員短信�職員短信�職員短信�

い
ざ
と
い
う
時
に
市
民
病
院
自
衛
消
防

隊
や
職
員
が
ス
ム
ー
ス
に
活
動
が
出
来
、

更
に
職
員
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
高

め
る
た
め
に
防
災
訓
練
が
11
月
19
日
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

平
日
の
昼
間
に
火
災
が
発
生
し
た
と
想

定
し
て
、
通
報
訓
練
、
消
火
訓
練
、
避
難

誘
導
訓
練
、
救
護
訓
練
、
報
告
訓
練
な
ど

あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

添
っ
た
形
で
訓
練
が
行
わ
れ
、
職
員
等
百

人
余
り
が
無
事
体
育
館
に
避
難
し
ま
し

た
。長

野
市
消
防
局
柳
原
分
署
の
前
島
分
署

長
の
講
評
で
は
、
「
訓
練
と
は
い
え
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
。
避
難
確
認
は
重
複
し
な
い
よ
う
点
検

済
み
の
部
屋
は
そ

れ
と
わ
か
る
表
示

を
す
る
。
螺
旋
状

の
避
難
階
段
の
避

難
口
に
は
、
障
害

物
を
置
か
な
い
。
」

な
ど
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

一
月
か
ら
長
野
市
民
病
院
で
は
、
新
た
に
『
神

経
内
科
』
を
増
科
し
ま
し
た
。
神
経
内
科
は
歩
行

障
害
、
し
び
れ
、
め
ま
い
な
ど
を
起
こ
す
脳
〜
末

梢
神
経
の
障
害
を
扱
う
診
療
科
で
す
。
精
神
科
や

心
身
症
な
ど
を
診
療
す
る
心
療
内
科
と
は
異
な
り

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
診
療
科
は
21
と
な
り
ま
し
た
。

＊
　
診
療
日

毎
週
水
曜
日
午
前
中
（
外
来
）

＊
　
医
師

山
嵜
正
志
（
長
野
赤
十
字
病
院
）

※
な
お
四
月
か
ら
は
信
州
大
学
の
医
師

が
担
当
し
ま
す
。

３東病棟は小児科、婦人科、外科、

整形外科の小児と女性の混合病棟で

す。時には男性患者さんも個室に入

院されます。入退院が激しい病棟で、

10人以上が入院という日もありま

す。患者様の年齢もさまざまで、生

まれて数日の、名前もまだ決まらな

い赤ちゃんと100歳近い方が一緒に

過ごしたこともありました。

プレイルームという憩いの場で

は、四季折々の飾りつけ、行事もし

ています。サンタさんやトナカイ、

節分の鬼もやってきました。ピアノ

が得意な患者様がその腕前を披露し

てくださることも。小児科の某ドク

ターも実はお上手だとか…。

お元気に退院される患者様に支え

られ、みんな笑顔でがんばっていま

す！

３東スタッフ一同

職
場
紹
介�

３
東
病
棟

３
東
病
棟

３
東
病
棟

３
東
病
棟

３
東
病
棟

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
百
歳
ま
で�

小
児
と
女
性
の
混
合
病
棟�

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
・
総
合
案
内

午
後
１
時
〜
４
時
　
　
・
総
合
受
付

＊
相
談
項
目

①
　
医
療
相
談
（
予
約
制
）

午
後
２
時
〜
４
時
、
一
日
２
人
ま
で

・
長
田
院
長
　
　
月
・
水
・
金
曜
日

・
竹
前
副
院
長
　
火
・
木
曜
日

②
　
看
護
相
談

毎
日
　
看
護
相
談
室

③
　
薬
事
相
談

毎
日
　
お
く
す
り
相
談

コ
ー
ナ
ー

④
　
医
事
・
福
祉
相
談

毎
日
　
医
療
相

談
室

忘
年
会
ス
ナ
ッ
プ

忘
年
会
ス
ナ
ッ
プ�

忘
年
会
ス
ナ
ッ
プ

忘
年
会
ス
ナ
ッ
プ�

忘
年
会
ス
ナ
ッ
プ�

�
催
し
物
で
優
勝
し
た
４
西
病
棟
の
皆
さ
ん
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Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
装

置
）
・
Ｍ
Ｒ
（
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
装
置
）

増
設
等
の
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
市
民
病
院
が
重
点
医
療
と
し
て

い
る
、
が
ん
診
療
、
脳
疾
患
等
の
診
断
に

必
要
な
Ｃ
Ｔ
検
査
、
Ｍ
Ｒ
検
査
の
待
ち
時

間
が
約
一
ヶ
月
半
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
予

約
待
ち
の
解
消
を
図
る
の
が
ね
ら
い
で

す
。
当
院
で
は
、
年
間
に
約
三
千
件
の
手

術
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
手
術
を
し

た
患
者
様
の
術
後
の
フ
ォ
ロ
ー
件
数
の
増

加
も
一
因
で
す
。

平
成
13
年
度
一
年
間
の
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
画

像
診
断
の
検
査
・
治
療
患
者
は
、
二
千
八

百
十
五
人
、
Ｃ
Ｔ
は
七
千
六
百
九
十
七
人

で
年
々
増
え
て
お
り
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
増
設
工
事
は
、
医
療
機
器

の
購
入
も
含
め
て
総
額
八
億
六
千
七
百
万

円
の
契
約
額
で
す
。

工
事
の
個
所
は
、
病
院
建
物
の
西
北
部

に
当
り
診
療
放
射
線
部
の
北
側
で
す
。

建
物
の
延
べ
面
積
は
、
千
三
百
二
十
一

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
一
階
に
Ｃ
Ｔ
室
二
部

屋
、
Ｍ
Ｒ
室
一
部
屋
、
操
作
室
、
外
来
化

学
療
法
室
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。
二
階
は
、

会
議
室
、
画
像
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
、
フ
ィ

ル
ム
庫
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

工
事
期
間
は
、
三
月
ま
で
で
四
月
以
降

新
し
い
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
を
設
置
、
試
運
転
、

調
整
を
重
ね
て
早
い
時
期
に
稼
動
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
は
現
在
使
用
中
の
Ｍ
Ｒ
を

更
新
す
る
際
に
、
こ
の
増
築
部
分
に
集
約

す
る
予
定
で
す
。

▲　急ピッチで進むCＴ、ＭＲ関連増築工事

12
月
31
日
付

退
職
　
眼
科
科
長
　
　
永
田
　
征
士

１
月
１
日
付

新
任
　
眼
科
医
長
　
　
風
間
　
　
淳

１
月
15
日
付

退
職
　
呼
吸
器
外
科
医
長椎

名
　
隆
之

１
月
16
日
付

新
任
　
呼
吸
器
外
科
医
師濱

中
　
一
敏

＊
当
院
で
は
、
地
域
医
療
機
関

と
の
機
能
分
担
と
連
携
の
観

点
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